
――――――
上演日・開演時間

2024年12月22日［日］
豊島会場｜1｜11:00～ ｜2｜14:00～
ShinAiKan（旧 神愛館）  香川県小豆郡土庄町豊島家浦43-12

京都会場｜1｜11:00～ ｜2｜14:00～
京都芸術劇場 春秋座（京都芸術大学内）  京都市左京区北白川瓜生山2-116

――――――

アフタートーク（14:00の回の終演後、30～40分程度）

『離島の課題解決と芸術』  司会｜柴田悠基 
出演｜EMMA（演出）、小坂有資（フィールドワーク）、平井伸一（ShinAiKan）

――――――

〈瀬戸内の離島〉と〈都市〉同時上演

お問い合わせ
――――
京都芸術大学 共同利用・共同研究拠点事務局
kyoten@kua.kyoto-art.ac.jp  TEL：075-791-9144
――――
『まどのむこうの子守唄』プロジェクトチーム
mado.komoriuta@gmail.com
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無料／要事前予約
◀ こちらよりご予約ください
https://madokomoriutaplay.peatix.com
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共同利用・共同研究拠点
2024年度劇場実験Ⅰ
遠隔通信技術を用いた
《瀬戸内の離島》と《都市》
同時上演による
地方課題の解決、
および地方と都市の
共創モデルの開発
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“MADO”

豊島・京都それぞれの会場で同時に上演を開始します。両会場を通信システム「窓」
でつなぎ、双方がコミュニケーションを取りながら進行していく形式です。
豊島会場、京都会場のいずれかの会場をお選びください。上演時間は60分を予定。オンラインでのご参加はできません。

【主催】
京都芸術大学舞台芸術研究センター
舞台芸術作品の創造・受容のための領域横断的・実践的研究拠点

2024年度「遠隔通信技術を用いた《瀬戸内の離島》と《都市》同時上演による
地方課題の解決、および地方と都市の共創モデルの開発」 研究代表 EMMA

【共催】
地域中核・特色ある研究大学強化促進事業 東京藝術大学（提案大学）香川大学（連携大学）
『アートと科学技術による「心の豊かさ」を根幹としたイノベーション創出と地域に根差した
課題解決の広域展開』

【協力】
社会福祉法人イエス団 神愛館、Teshima GROW、MUSVI株式会社
リサーチにあたり、豊島・女木島・男木島・小豆島・伊吹島にてインタビューにご協力いただいた
皆さまに感謝申し上げます。
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共同利用・共同研究拠点2024年度劇場実験Ⅰ
「遠隔通信技術を用いた《瀬戸内の離島》と《都市》同時上演による
地方課題の解決、および地方と都市の共創モデルの開発」

京都芸術大学の公募事業の採択を受けて行う、社会学と舞台芸術分野の
共同研究プロジェクト。瀬戸内海の島々のリサーチを経て、島が抱えている
課題をテーマとした脚本を執筆し、その解決方法を探りながら演劇を創作。
二拠点同時上演により“都市部の劇場や観劇体験の新たな可能性”を探り
ながら、離島の問題を広く人 と々共有し、創作チームや観客と共に全国の地方
課題解決について考える場を創造することを目的としています。

研究代表者

EMMA（旧・豊永純子）
東京藝術大学 先端芸術表現科 非常勤講師／演劇

研究分担者

小坂有資
香川大学 教育推進統合拠点 大学教育基盤センター 特命講師／社会学

柴田悠基
香川大学 創造工学部 講師／芸術未来研究場せとうち 統括リーダー／アートプロジェクト

研究協力者

櫻井拓見
調布市せんがわ劇場 演劇ディレクター／演劇

本プロジェクトの情報は、こちらでご確認ください。
https://k-pac.org/openlab/12415/
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豊島会場｜ShinAiKan（旧 神愛館）

香川県小豆郡土庄町豊島家浦43-12

68年間の歴史がある旧・乳児院「豊島神愛館」の建物を、
島民の子育て世代がメインとなって島の文化拠点として
再スタートさせた施設。

アクセス▶島外からお越しの方は、船とバスの移動により1日がかり
となりますので、経路をお調べになってからご予約をお願いいたし
ます。高松港・宇野港などから船で豊島の家浦港へ。バスに乗車し
「森万里子作品前」から徒歩7分。

出演

ユタカ： 大石将弘（ままごと／ナイロン100℃）

シズエサン： 岩崎聡子 （オフィスKUMA）

ベリー： 石田迪子
ラン： 小谷俊輔 （文学座）
スタッフ

［構成／演出］ EMMA（旧・豊永純子）
［演出補佐／制作］ 櫻井拓見
［創作協力］ 石田迪子  岩崎聡子  大石将弘  小谷俊輔  櫻井拓見
［リサーチ・フィールドワーク監修］ 小坂有資
［プロジェクト運営／システム構築］ 柴田悠基
［豊島関連コーディネータ］ 森島丈洋
［ShinAiKan関連コーディネータ］ 平井伸一（usaginingen）

［プロジェクト運営補佐／メインビジュアル撮影］ 三谷なずな
［香川大学スタッフ］ 馬場未央  眞野夏希  川畑彩夏  髙垣悠紀
［チラシデザイン］ 川越健太

京都上演スタッフ

［舞台監督］ 横山朋也  ［音響］ 平井隆史  ［照明］ 川島玲子
［システム構築］ 永冨太一

――――――
舞台芸術の創造・受容のための領域横断的・実践的研究拠点

京都芸術大学舞台芸術研究センターが母体となり、文部科学省「共同利用・共同
研究拠点」の認定を受けて2013年度に設置された研究拠点です。
https://k-pac.org/openlab/

京都会場｜京都芸術劇場 春秋座（京都芸術大学内） 
京都市左京区北白川瓜生山2-116

京都芸術大学が運営する劇場。新たな創作活動を通じて
さらなる表現の可能性を追求する実験と冒険の場。

アクセス▶叡山電車「茶山・京都芸術大学駅」から徒歩10分。もしく
は、京都市バス204・5・3系統「上終町・瓜生山学園 京都芸術大学」
下車。 ※お車・バイクでのご来場はお断りします。
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